
根
岸
富
一
郎
　
議
員

１
　
泉
井
地
区
の
元
山
林
の
埋
立
場
に
つ
い
て

２
　
区
長
に
つ
い
て
　
　
　
　
３
　
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
つ
い
て

野
田
小
百
合
　
議
員

１
　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

２
　
障
が
い
を
理
由
に
し
た
差
別
の
解
消
に
向
け
て

森
　
　
利
夫
　
議
員

１
　
今
宿
東
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
に
誘
致
し
て
い
る
食
品
系

ス
ー
パ
ー
に
つ
い
て

２
　
建
設
工
事
の
発
注
方
法
に
つ
い
て

日
坂
　
和
久
　
議
員

１
　
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
に
つ
い
て

２
　
平
成
の
国
分
寺
造
営
で
つ
な
ぐ
古
代
瓦
の
ふ
る
さ
と
鳩
山
再
現

事
業
に
つ
い
て

田
中
　
種
夫
　
議
員

１
　
あ
ん
ず
の
植
栽
実
績
と
現
状
に
つ
い
て

小
川
　
唯
一
　
議
員

１
　
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、
英
語
教
育
充
実
の
町
、
鳩
山
を

提
案
す
る

２
　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

中
山
　
明
美
　
議
員

１
　
防
災
教
育
に
つ
い
て

２
　
納
涼
祭
・
は
と
や
ま
祭
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

３
　
特
定
健
診
に
つ
い
て

小
鷹
　
房
義
　
議
員

１
　
農
産
物
の
付
加
価
値
化
に
つ
い
て

松
田
　
隆
夫
　
議
員

１
　
人
口
減
少
社
会
に
向
け
た
課
題
と
対
策
―
20
年
後
の
鳩
山
を
見

つ
め
て

２

『
放
射
線
副
読
本
』（
文
部
科
学
省
２
０
１
１
・
10
）
に
つ
い
て

小
峰
　
文
夫
　
議
員

１
　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
誘
致
に
つ
い
て

２
　
企
業
誘
致
に
つ
い
て

３
　
別
居
状
態
の
世
帯
主
に
児
童
手
当
を
渡
さ
な
い
方
法
は
な
い
か

４
　
た
ば
こ
税
に
つ
い
て

５
　
鳩
山
中
学
校
吹
奏
楽
器
に
つ
い
て

６
　
鳩
山
町
北
部
開
発
に
つ
い
て

一般質問　10議員が質問
一般質問をした議員自身の原稿を基に編集しました。

議員は、毎年３月、６月、９月、
12月に開催される定例議会で、町
政全般に対し質問をすることがで
きます。これを「一般質問」とい
います。今定例会では３日間にわ
たり行われました。
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い
た
だ
き
た
い
。

８
月
の
説
明
会
で
も
、

「
次
期
更
新
施
設
候
補
地
選

定
の
問
題
」
が
出
さ
れ
た
と

い
う
が
、
詳
し
い
経
過
、
考

え
方
の
説
明
は
で
き
な
い
か
。

「
上
熊
井
に
決
め
た
」

そ
の
前
に
戻
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

炉
の
運
転
方
法
、
煙

突
の
高
さ
、
稼
働
年
限
、
次

の
次
の
施
設
建
設
地
、
周
辺

対
策
な
ど
決
め
て
、
協
定
書

に
す
る
こ
と
が
先
で
は
な
い

か
。

現
況
の
測
量
を
し
て
、

地
元
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を

取
り
入
れ
基
本
プ
ラ
ン
を
つ

く
る
た
め
に
、
今
、
説
明
会

等
を
行
っ
て
い
る
。

泉
井
の
山
林
の
状
態

に
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

坂
戸
の
解
体
業
者
が

平
成
18
年
頃
か
ら
、
瓦
礫
類
、

木
く
ず
等
の
混
合
廃
棄
物
を

持
ち
込
ん
だ
。
県
は
一
時
保

管
の
基
準
遵
守
を
継
続
指
導
。

現
在
、
県
と
町
と
警
察
の
連

携
で
①
新
た
な
持
込
の
禁
止

②
処
理
済
み
廃
棄
物
の
撤
去

な
ど
指
導
し
て
い
る
。

水
質
な
ど
の
状
況
は
。

上
板
谷
沼
の
検
査
を

今
年
行
う
。
葭
ケ
谷
沼
は
、

平
成
23
年
実
施
済
み
で
あ
る
。

周
辺
住
民
へ
の
説
明

会
が
で
き
な
い
か
。

県
と
協
議
を
し
て
検

討
す
る
。自

治
区
で
報
酬
を
支

給
し
て
い
る
状
況
は
。

17
自
治
区
の
う
ち
８

区
が
支
給
し
て
い
る
。

規
約
を
制
定
し
て
い

る
状
況
は
。

７
区
が
制
定
。

総
会
の
状
況
は
。

16
区
が
開
催
。

区
長
報
酬
は
、
自
治

区
よ
り
支
給
す
る
こ
と
が
、

よ
り
地
域
を
民
主
的
に
す
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

研
究
課
題
と
さ
せ
て

答答答答答 答 答 問問問問問問問

問答問答

泉井の山林は何をしているところ

県と協議し周辺住民に説明したい

生活環境

泉
井
地
区
山
林
の
産
業
廃
棄
物

根
岸

富
一
郎

議
員
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実
を
ど
の
様
に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

仕
様
書
に
基
づ
き
積

算
し
、
公
表
さ
れ
て
い
る
町

の
予
算
等
を
よ
く
よ
く
研
究

し
て
入
札
に
臨
ん
で
い
る
。

設
計
を
委
託
し
た
業

者
に
当
然
、
設
計
価
格
等
守

秘
義
務
が
課
さ
れ
る
は
ず
だ

が
。

知
り
得
た
秘
密
の
保

持
は
約
款
で
規
制
し
て
い
る
。

入
札
の
際
に
、
見
積

書
や
内
訳
書
が
付
け
て
あ
る

と
思
う
が
、
入
札
額
は
見
積

額
か
ら
値
引
き
分
を
差
し
引

い
て
提
出
し
て
い
る
の
か
。

入
札
箱
に
は
総
額
の

札
が
入
れ
ら
れ
、
同
時
に
担

当
者
の
前
に
内
訳
書
が
提
出

さ
れ
る
。
内
訳
書
の
総
計
額

が
正
に
入
札
額
で
あ
る
。

問 問

工
事
発
注
に
当
た
っ

て
の
入
札
の
取
り
扱
い
や
区

分
は
。

地
方
自
治
法
で
は
、

一
般
競
争
入
札
が
原
則
と
さ

れ
て
い
る
。
鳩
山
町
が
行
っ

て
い
る
入
札
区
分
は
、
設
計

額
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え

る
工
事
は
一
般
競
争
入
札
、

１
０
０
０
万
円
以
下
１
３
０

万
円
ま
で
は
指
名
競
争
入
札
、

１
３
０
万
円
以
下
は
随
意
契

約
で
、
基
本
的
に
は
行
っ
て

い
る
。

設
計
価
格
と
最
低
制

限
価
格
は
、
い
つ
誰
が
ど
の

様
に
決
め
て
い
る
の
か
。

設
計
額
１
０
０
万
円

以
上
の
決
定
は
、
設
計
図
書

を
添
付
し
て
、
町
長
の
決
裁

を
受
け
る
。
最
低
制
限
価
格

は
、
あ
ら
か
じ
め
担
当
課

で
算
出
し
て
お
く
が
、
入

札
会
当
日
の
朝
、
最
終
的

に
は
町
長
が
予
定
価
格
・

最
低
制
限
価
格
を
決
定
し

て
い
る
。１

億
数
千
万
円
の

工
事
が
、
最
低
制
限
価
格

と
の
差
額
10
万
円
で
３
物

件
、
９
０
０
０
万
円
の
工

事
が
差
額
20
万
円
で
入
札

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事

問問 答答 問

答 答答

最低制限価格はいつ誰が決めるか

入札会当日の朝、町長が決定する

入札について
森
　
　
利
夫

議
員

一
般
質
問 

用
で
き
る
方
も
い
る
。
工
夫

し
て
、
で
き
る
だ
け
障
が
い

者
の
方
に
も
使
い
や
す
い
シ

ス
テ
ム
に
し
て
い
き
た
い
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
公

園
に
つ
い
て
、
若
い
世
代
が

多
く
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い

た
頃
と
高
齢
者
が
多
く
な
っ

た
現
在
で
は
、
公
園
の
あ
り

方
が
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
。
遊
具
の
配
置
や
必

要
性
、
も
っ
と
必
要
な
設
備

が
あ
る
か
な
ど
住
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

公
園
の
未
来
像
に
つ

い
て
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
て

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

問

６
月
に
「
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
た
が
、
町
の
見
解
と
課
題

は
ど
の
よ
う
か
。

障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求

め
ら
れ
た
場
合
、
負
担
に
な

り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、
社
会

的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に

必
要
で
合
理
的
な
配
慮
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
は
今
年
度
中
に
基
本
方

針
を
作
成
し
、
そ
の
後
１
年

以
内
に
国
の
各
行
政
機
関
で

対
応
要
領
等
を
作
成
す
る
。

そ
の
内
容
を
見
て
町
の
対
応

を
検
討
し
た
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
が
使
い
に
く
く
な
い
か
、

公
共
施
設
の
再
点
検
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

施
設
の
構
造
上
、
す

ぐ
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も

あ
る
が
、
ド
ア
や
ト
イ
レ
、

段
差
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
状
況
を
調
査
し
た
い
。

障
が
い
が
あ
る
方
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利
用
に

つ
い
て
、
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
。到

着
時
に
利
用
施
設

職
員
の
介
助
が
あ
れ
ば
、
利

問答問答 答 問

答
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
役
場
庁
舎
の

障
が
い
者
用
ト
イ
レ

デマンドタクシー利用の見直しを

使いやすいシステムにしていきたい

障がい者施策
野
田

小
百
合

議
員

最低制限価格＋10万円で落札された
プール改築工事
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
対
策
を

と
れ
る
の
か
。

警
察
や
保
健
所
と
も

連
携
し
協
議
し
て
い
る
。
個

別
検
討
会
議
も
開
催
し
て
お

り
、
保
健
師
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
民
生
委
員
等
の
協
力

を
得
て
、
見
守
り
を
続
け
る
。

平
成
の
国
分
寺
造
営
で
つ
な

ぐ
古
代
瓦
の
ふ
る
さ
と
鳩
山

再
現
事
業
に
つ
い
て

鳩
山
で
焼
い
た
瓦
を

何
故
国
分
寺
に
運
上
す
る
の

か
、
説
明
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
如
何
か
。

鳩
山
窯
跡
群
と
武
蔵

国
分
寺
の
関
係
を
展
示
し
、

Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配

布
す
る
予
定
だ
。

問

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
に
つ
い
て

違
法
駐
車
は
住
民
生

活
に
ど
ん
な
支
障
が
あ
る
と

捉
え
て
い
る
の
か
。

消
防
車
・
救
急
車
の

進
行
の
妨
げ
に
な
り
、
生
命

財
産
の
危
機
に
直
結
す
る
。

ま
た
、
交
通
の
死
角
と
な
り
、

交
通
事
故
の
要
因
に
も
な
る
。

Ｎ
Ｔ
地
区
で
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
、
違

法
駐
車
解
消
対
策
を
と
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
。

住
民
・
警
察
・
町
で

協
議
し
、
啓
発
チ
ラ
シ
を
掲

示
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

成
果
は
ど
う
か
。

違
法
駐
車
車
両
は
半

減
し
て
い
る
。

消
防
機
関
と
は

違
法
駐
車
解
消
に
つ
い

て
協
議
し
た
の
か
。

特
に
協
力
体
制

は
と
っ
て
い
な
い
。

今
後
の
対
策
は

い
か
が
か
。

11
月
に
住
民
・

警
察
・
消
防
・
町
の
４

者
協
議
を
開
く
予
定
だ
。

近
隣
住
民
に
威

嚇
行
動
を
と
る
人
物
に

つ
い
て
、
見
守
り
支
援

問 問問 問答 答 答 答答 問問

答答

違法駐車による住民生活への支障は

生命財産の危機、交通事故の要因等

安心・安全な暮らし

違
法
駐
車
が
死
角
と
な
り
、
交
通
事
故
の

要
因
と
な
る
。

日
坂
　
和
久

議
員

う
が
、
６
０
０
〜
９
０
０
本
の

町
全
体
に
分
散
移
植
し
て
あ

る
個
別
の
手
も
ぎ
作
業
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

収
穫
に
つ
い
て
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
個
別
の

手
も
ぎ
を
予
定
し
て
い
る
。

３
年
間
で
必
要
と
し

た
予
算
は
如
何
ほ
ど
に
な
る
か
。

約
５
０
０
万
円
、
初

年
度
も
含
ま
れ
て
い
て
機
械

の
手
配
な
ど
が
あ
り
、
今
後

は
削
減
さ
れ
る
予
定
。

収
穫
後
の
加
工
方
法

は
何
処
で
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

亀
井
農
村
セ
ン
タ
ー

の
改
築
に
よ
り
「
あ
ん
ず
」

だ
け
で
な
く
他
の
果
実
な
ど

も
含
め
一
緒
に
加
工
し
て
い

く
予
定
。

問

「
あ
ん
ず
」
の
植
栽

後
３
年
目
に
な
る
が
進
捗
状

況
を
伺
う
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
の
委
嘱
期
間
が
過
ぎ
た

が
今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。

一
部
委
員
の
辞
任
も

あ
り
、
今
後
新
た
に
募
集
し

て
い
く
。現

状
の
移
植
数
量
と

今
後
の
予
定
は
。

現
在
約
６
０
０
本
だ

が
今
年
新
た
に
３
０
０
本
を

予
定
し
て
い
る
が
、
移
植
場

所
が
４
分
の
１
し
か
決
定
し

て
い
な
い
の
で
現
在
場
所
の

選
定
中
で
あ
る
。

試
験
栽
培
と
し
て
も

無
理
し
て
予
定
本
数
を
移
植

す
る
必
要
は
無
い
と
考
え
る

が
如
何
か
。

す
で
に
予
約
注
文
済

み
の
た
め
、
場
所
探
し
に
努

力
し
継
続
予
定
で
あ
る
。

本
数
は
、
減
ら
し
て
、

例
え
ば
50
本
で
も
良
い
と
考

え
る
。

今
年
は
試
験
栽
培
の

た
め
収
穫
は
「
ゼ
ロ
」
だ
が
、

来
年
度
以
降
は
見
込
め
る
と

予
想
で
き
る
。

収
穫
時
の
方
法
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

収
穫
時
期
は
３
〜
５
日
と
思

答答 答 問問問答 問問

問問 答答答

あんず栽培は十分に検討すべき

試験栽培として継続していく

あんずプロジェクト

移
植
さ
れ
た
泉
井
地
内
の「
あ
ん
ず
」

田
中
　
種
夫

議
員
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総
合
的
に
判
断
し
て

今
の
と
こ
ろ
難
し
い
。

農
業
集
落
排
水
事
業

に
つ
い
て
、
供
用
開
始
７
年

と
な
る
が
機
能
に
問
題
は
な

い
か
。

順
次
適
切
に
修
繕
し

て
お
り
問
題
は
な
い
。

事
務
処
理
合
理
化
の

た
め
生
活
環
境
課
に
担
当
を

移
せ
な
い
か
。

機
構
改
革
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
時
期
を

見
て
。

子
育
て
支
援
住
宅
の

分
担
金
は
だ
れ
が
払
う
の
か
。

研
究
途
上
で
こ
れ
か

ら
研
究
し
て
い
く
。

問 問

幼
稚
園
か
ら
英
語
教

育
を
取
り
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
ネ

イ
テ
ィ
ブ
な
英
語
に
親
し
む

こ
と
は
重
要
な
こ
と
。

小
学
校
低
学
年
か
ら

の
英
語
教
育
が
主
流
に
な
っ

て
る
が
。頭

の
中
が
柔
軟
な
時
、

異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
大

事
。

町
で
は
教
育
施
設
の

整
備
が
進
ん
だ
。
こ
れ
か
ら

は
国
際
感
覚
の
養
成
を
図
っ

て
ほ
し
い
。

英
語
活
動
の
講
師
２

名
を
雇
っ
て
い
る
。
英
語
を

使
っ
て
学
ぶ
・
遊
ぶ
・
体
験

す
る
指
導
を
し
て
い
る
。

鳩
山
中
学
校
の

国
際
交
流
会
の
現
状
は
。

大
東
文
化
大
学

の
留
学
生
を
中
学
校
に

招
い
て
交
流
を
図
る
。

他
国
に
目
を
向
け
文
化

を
学
ぶ
。今

後
の
取
り
組

み
は
。

生
徒
た
ち
も
関

心
が
あ
り
、
今
後
も
続

け
て
い
く
。

海
外
派
遣
制
度

の
復
活
は
出
来
な
い
か
。

問問 問問 問答 答 答答答 問

答 答 答 問 答

英語教育の充実した町、鳩山を提案する

他の市町村より力を入れている

教育行政
小
川
　
唯
一

議
員

豊
か
な
心
を
育
む
上
で
重
要

な
こ
と
と
思
う
。
各
地
域
で

中
学
生
に
ど
の
よ
う
な
役
割

と
形
で
の
参
加
を
希
望
す
る

か
、
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
で
き

る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

地
域
の
自
主
防
災
訓

練
の
予
定
は
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

で
は
毎
年
防
災
訓
練
を
実
施

し
て
い
る
。
他
の
地
区
で
も

実
施
し
た
い
と
お
話
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

学
校
で
の
避
難
訓
練

や
地
域
で
の
自
主
防
災
訓
練

な
ど
で
取
り
入
れ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

鳩
山
町
の
防
災
教
育

の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
予

定
は
あ
る
か
。

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

防
災
宿
泊
訓
練
は
。

宿
泊
体
験
の
実
施
は

無
理
と
考
え
る
が
、
宿
泊
体

験
の
趣
旨
を
生
か
し
た
防
災

訓
練
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

日
帰
り
に
し
て
で
も

防
災
訓
練
を
体
験
さ
せ
た
い
。

も
う
少
し
分
析
し
、

学
校
の
訓
練
で
ど
う
取
り
組

め
る
か
に
つ
い
て
は
、
校
長

会
と
か
安
全
主
任
会
議
等
で

教
育
長
の
方
か
ら
提
案
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
前
向
き
に

し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

地
域
安
全
マ
ッ
プ
作

成
へ
の
参
加
は
。

防
災
意
識
や
防
犯
意

識
を
高
め
る
こ
と
は
大
変
有

意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
全
て

の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
て

作
成
す
る
過
程
が
大
事
で
あ

る
。
そ
の
後
の
活
用
も
重
要

だ
と
考
え
る
。

地
域
の
防
災
訓
練
に

参
加
す
る
こ
と
は
。

地
域
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
を
深
め
る
こ
と
は
、

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
や

問問 答答答 答 問問

問答問答

供
用
開
始
後
７
年
目
の
施
設

防災を実際に体験することは大切では

地域の一員として自覚を深めるのは重要

防災教育
中
山
　
明
美

議
員

荒川区立南第二中学校で行われた
宿泊体験での炊き出し訓練
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よ
う
だ
が
、
町
内
で
加
工
施

設
が
で
き
な
い
か
。

特
産
品
開
発
で
は
町

内
加
工
業
者
が
育
っ
て
い
な

い
が
、
町
自
身
が
生
産
に
携

わ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
、
民
間
の
力
を
生
か
す
こ

と
に
重
点
を
置
き
、
町
と
し

て
も
で
き
る
か
ぎ
り
支
援
す

る
。

発
芽
大
豆
を
使
っ
た

新
し
い
鳩
豆
う
ど
ん
が
ま
も

な
く
開
発
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
効
能
は
。

発
芽
大
豆
に
は
ギ
ャ

バ
と
い
う
も
の
が
多
く
含
ま

れ
、
神
経
を
落
ち
着
か
せ
、

血
圧
を
下
げ
、
高
血
圧
の
予

防
、
改
善
な
ど
が
期
待
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
。

農
産
物
の
特
産
品
に

貼
っ
て
あ
る
「
ふ
る
さ
と
認

証
食
品
」
と
は
な
に
か
。

埼
玉
県
が
認
証
し
て

い
る
も
の
で
、
主
原
料
、
材

料
が
す
べ
て
埼
玉
県
産
と
い

う
こ
と
が
条
件
で
シ
ー
ル
が

貼
ら
れ
る
。
県
の
品
質
基
準

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
れ
ば
認
証
さ
れ
る
。

暑
い
夏
に
鳩
山
の
大

豆
ア
イ
ス
を
売
り
込
む
こ
と

は
出
来
な
い
か
。

鳩
山
町
は
暑
い
と
い

う
こ
と
で
有
名
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
ア
イ
ス
類
は
気

温
が
28
度
を
超
え
る
と
逆
に

売
れ
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

学
校
給
食
に
は
町
内

の
特
産
品
や
農
産
物
が
使

わ
れ
て
い
る
か
。

週
３
回
の
米
飯
は

す
べ
て
鳩
山
町
産
の
キ
ヌ

ヒ
カ
リ
を
使
用
。
特
産
品

で
は
地
元
産
の
味
噌
を
使

用
し
て
い
る
。
野
菜
類
は
、

玉
ネ
ギ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
長
ネ
ギ
等
で
、

全
体
の
食
材
費
の
15
・

58
％
が
町
内
産
で
あ
る
。

農
産
物
の
加
工
を

町
外
に
お
願
い
し
て
い
る

問 問 問答 答答 問

答 答問

町内で農産物加工施設はできないか

民間の力を生かし、出来る範囲で町も支援

農産物加工施設
小
鷹
　
房
義

議
員

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

地
元
の
方
々
と
の
話

し
合
い
次
第
だ
。

高
年
齢
層
（
65
歳
以

上
）
の
課
題
は
い
か
が
か
。

多
世
代
交
流
セ
ン
タ

ー
に
福
祉
健
康
複
合
施
設
を

整
備
し
た
い
。

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

特
養
や
介
護
予
防
施

設
を
展
開
し
、
医
療
連
携
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
権
利

擁
護
な
ど
を
充
実
し
た
い
。

20
年
後
を
見
据
え
た

行
政
の
態
勢
が
見
え
な
い
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ（
目
標
管
理
）

を
作
っ
て
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ

ッ
ク
に
公
共
投
資
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

迅
速
に
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
っ
て
対
応
し
た
い
。

問 問

国
立
人
口
問
題
研
究

所
が
20
年
後
の
鳩
山
町
の
人

口
を
予
測
し
て
い
る
。

２
０
１
０
年
人
口
１
万
５

３
０
５
人
は
２
０
３
０
年
に

１
万
２
０
９
４
人
に
、
そ
し

て
人
口
の
３
分
の
１
が
75
歳

以
上
、
１
学
齢
の
出
生
者
数

は
30
人
そ
こ
そ
こ
に
な
る
。

対
策
を
図
ら
な
け
れ

ば
、
そ
の
可
能
性
が
高
い
。

人
口
構
成
の
激
変
で

安
心
感
や
利
便
性
が
失
わ
れ
、

地
域
社
会
の
良
好
な
維
持
が

む
ず
か
し
く
な
る
。

そ
の
意
味
か
ら
第
５

次
総
合
計
画
で
「
安
心
・
魅

力
づ
く
り
協
働
戦
略
」
を
計

画
の
柱
と
し
た
。

財
政
面
で
は
、
10
年

後
の
税
収
は
ピ
ー
ク
時
の
半

分
に
な
っ
て
し
ま
う
。

対
策
と
し
て
法
人
税

増
収
を
め
ざ
し
て
い
る
。

若
年
層（
15
歳
未
満
）

の
課
題
は
い
か
が
か
。

子
育
て
施
策
や
教
育

環
境
の
充
実
だ
け
で
は
人
口

は
増
え
な
い
。
子
育
て
支
援

住
宅
（
亀
井
地
区
）
と
い
っ

た
ハ
ー
ド
整
備
が
必
要
だ
。

ご
み
処
理
更
新
施
設

の
周
辺
対
策
費
な
ど
、
利
用

問 答答問問問 答答 問

答 答 答問答

未来への投資を急げ

ロードマップを作って対応していく

人口減少社会

発
芽
の
パ
ワ
ー
で

町
民
の
健
康
を
ま
も
る

入
西
赤
沼
線
（
来
年
３
月
末
開
通

予
定
の
越
辺
川
大
橋

坂
戸
側
か

ら
鳩
山
を
望
む
）

松
田
　
隆
夫

議
員
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